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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成20年7月10日(2008.7.10)

【公開番号】特開2007-289754(P2007-289754A)
【公開日】平成19年11月8日(2007.11.8)
【年通号数】公開・登録公報2007-043
【出願番号】特願2007-206995(P2007-206995)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２０　

【手続補正書】
【提出日】平成20年5月23日(2008.5.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　識別情報を可変表示する可変表示装置を備え、前記識別情報の表示結果が予め定めた特
定表示結果となったときに特定遊技状態を発生し得る弾球遊技機であって、
　前記可変表示装置に表示される識別情報の表示結果を前記特定表示結果とするか否かを
乱数値に基づいて決定する表示結果決定手段と、
　前記識別情報の変動表示を開始させてから前記表示結果決定手段の決定結果に基づいて
識別情報の表示結果を導出させるまでの間に、全ての識別情報の変動表示を前記特定表示
結果以外の表示態様で一旦停止させた後に再び全ての識別情報の変動表示を行う再変動表
示を実行する再変動表示実行手段と、
　前記再変動表示実行手段が実行する再変動表示の回数を、所定の第１の回数と、該第１
の回数よりも多い所定の第２の回数と、該第２の回数よりも多い所定の第３の回数とを含
む三種類以上の回数の中から前記表示結果決定手段の決定結果に基づいて選択する再変動
表示回数選択手段とを備え、
　前記再変動表示実行手段は、一旦停止させるときに、リーチを構成しない予め定めた識
別情報の組合せを表示することを特徴とする、弾球遊技機。
【請求項２】
　前記予め定めた識別情報の組合せは、前記識別情報の表示結果が前記特定表示結果とな
る確率が異なるように複数種類設定され、
　前記再変動表示実行手段は、一旦停止させるときに、前記複数種類のうちのいずれかの
識別情報の組合せを表示することを特徴とする、請求項１に記載の弾球遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００５】
　（１）　識別情報を可変表示する可変表示装置を備え、前記識別情報の表示結果が予め
定めた特定表示結果となったときに特定遊技状態を発生し得る弾球遊技機であって、前記
可変表示装置に表示される識別情報の表示結果を前記特定表示結果とするか否かを乱数値
に基づいて決定する表示結果決定手段と、前記識別情報の変動表示を開始させてから前記
表示結果決定手段の決定結果に基づいて識別情報の表示結果を導出させるまでの間に、全
ての識別情報の変動表示を前記特定表示結果以外の表示態様で一旦停止させた後に再び全
ての識別情報の変動表示を行う再変動表示を実行する再変動表示実行手段と、前記再変動
表示実行手段が実行する再変動表示の回数を、所定の第１の回数と、該第１の回数よりも
多い所定の第２の回数と、該第２の回数よりも多い所定の第３の回数とを含む三種類以上
の回数の中から前記表示結果決定手段の決定結果に基づいて選択する再変動表示回数選択
手段とを備え、前記再変動表示実行手段は、一旦停止させるときに、リーチを構成しない
予め定めた識別情報の組合せを表示する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　このような構成によれば、再変動表示の回数が、所定の第１の回数と、該第１の回数よ
りも多い所定の第２の回数と、該第２の回数よりも多い所定の第３の回数とを含む三種類
以上の回数の中から表示結果決定手段の決定結果に基づいて選択され、リーチを構成しな
い予め定めた識別情報の組合せが一旦停止する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　（２）　前記予め定めた識別情報の組合せは、前記識別情報の表示結果が前記特定表示
結果となる確率が異なるように複数種類設定され、
　前記再変動表示実行手段は、一旦停止させるときに、前記複数種類のうちのいずれかの
識別情報の組合せを表示する。
　このような構成によれば、前記識別情報の表示結果が前記特定表示結果となる確率が異
なる複数種類の識別情報の組合せうちのいずれかが一旦停止する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
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